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野
　
沢
　
勝
　
美

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ア
キ
ノ
新
政
権
の
課
題

六
月
三
〇
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
第
一
五
代
大
統
領
に

ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
上
院
議
員
が
就
任
し
た
。
大
統
領

選
挙
で
は
九
年
間
の
ア
ロ
ヨ
政
権
下
で
横
行
し
た
腐
敗

の
撲
滅
を
訴
え
、地
す
べ
り
的
勝
利
を
得
た
。
本
稿
で
は
、

選
挙
で
の
ア
キ
ノ
の
勝
因
、
新
政
権
の
課
題
を
述
べ
る
。

大
統
領
選
挙
は
五
月
一
〇
日
に
投
票
さ
れ
た
。
今

回
の
大
統
領
選
挙
の
最
大
の
特
徴
は
、
混
乱
が
な
く
無

事
に
開
票
が
な
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
き
わ
め
て
当
然
の

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
自
体
が
話
題
と
な
る
の
は

近
年
の
大
統
領
選
挙
が
混
乱
続
き
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
一
八
六
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
不
正
選
挙
に
抗
議

す
る
ピ
ー
プ
ル
パ
ワ
ー
に
よ
る
マ
ル
コ
ス
政
権
崩
壊
、

ア
キ
ノ
革
命
政
権
の
樹
立
が
あ
っ
た
。
一
九
九
八
年
選

挙
で
は
エ
ス
ト
ラ
ダ
が
当
選
し
た
も
の
の
不
正
蓄
財
が

　
国
民
は
政
治
安
定
化
を
選
択

　
　︿ 
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発
覚
し
、
二
〇
〇
一
年
に
ピ
ー
プ
ル
パ
ワ
ー
２
に
よ
り

失
脚
、
副
大
統
領
の
ア
ロ
ヨ
が
昇
格
し
た
。
二
〇
〇
四

年
に
ア
ロ
ヨ
は
大
統
領
選
挙
に
打
っ
て
出
た
も
の
の
、

ア
ロ
ヨ
が
中
央
選
挙
管
理
委
員
に
電
話
し
た
事
実
が
発

覚
し
、
政
局
は
混
乱
し
た
。
ア
ロ
ヨ
は
何
と
か
事
態
を

逃
げ
切
っ
た
が
、
国
軍
幹
部
と
の
癒
着
、
こ
の
癒
着
を

批
判
す
る
若
手
将
校
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
未
遂
事
件
な
ど

が
あ
っ
た
。
今
回
は
迅
速
な
開
票
を
目
的
に
電
子
投
票

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
危
惧
さ
れ
た
混

乱
も
な
く
無
事
に
選
挙
は
終
了
し
た
。

大
統
領
選
挙
結
果
で
は
自
由
党
（
Ｌ
Ｐ
）
の
ア
キ
ノ

が
圧
勝
し
、
二
位
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
衆
の
力
（
Ｐ
Ｍ
Ｐ
）

の
エ
ス
ト
ラ
ダ
元
大
統
領
、
三
位
は
国
民
党
（
Ｎ
Ｐ
）

の
ビ
リ
ヤ
ー
ル
上
院
議
員
、
四
位
は
、
ア
ロ
ヨ
前
大
統

領
与
党
の
ラ
カ
ス
・
カ
ン
ピ
・
Ｃ
Ｍ
Ｄ
を
引
き
継
い
だ

テ
オ
ド
ロ
前
国
防
長
官
で
あ
っ
た
。
ア
キ
ノ
が
腐
敗
の

追
放
を
掲
げ
た
の
に
対
し
、
エ
ス
ト
ラ
ダ
と
ビ
リ
ヤ
ー

ル
は
と
も
に
底
辺
貧
困
対
策
の
実
行
を
訴
え
て
き
た
。

大
統
領
選
挙
で
の
勝
因
は
、
第
一
に
、
圧
倒
的
な
ア

キ
ノ
の
知
名
度
の
高
さ
で
あ
る
。
父
は
マ
ル
コ
ス
政
権

期
に
暗
殺
さ
れ
た
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
元
上
院
議
員
で

国
民
的
英
雄
で
あ
る
。
母
は
第
一
一
代
大
統
領
の
コ
ラ

ソ
ン
・
ア
キ
ノ
で
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
八
月
に
死
去
し
、

そ
れ
を
契
機
に
立
候
補
を
決
意
し
た
と
さ
れ
る
。

第
二
に
、
ア
ロ
ヨ
前
大
統
領
本
人
が
関
与
し
た
と
さ

れ
る
国
家
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網
構
築
事
業
の
不
正
契
約

疑
惑
が
顕
在
化
し
、
世
論
調
査
で
支
持
率
が
低
迷
し
、

後
継
候
補
の
テ
オ
ド
ロ
を
優
勢
に
で
き
な
か
っ
た
。
テ

オ
ド
ロ
は
マ
ル
コ
ス
の
盟
友
で
コ
コ
ナ
ツ
産
業
を
支
配

し
て
き
た
エ
ド
ワ
ル
ド
・
コ
フ
ア
ン
コ
の
甥
で
、
豊
富

な
選
挙
資
金
を
有
し
、
か
つ
選
挙
に
有
利
な
前
国
防
長

官
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
が
票
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
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第
三
に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
政
治
手
法
に
対
す
る
国

民
的
支
持
に
限
界
が
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
二
、三
位
の

エ
ス
ト
ラ
ダ
、
ビ
リ
ヤ
ー
ル
の
両
候
補
は
貧
困
層
救
済

を
強
く
訴
え
た
が
、
国
民
は
人
気
取
り
政
策
の
実
態
を

熟
知
し
て
お
り
、
こ
の
選
挙
戦
略
は
奏
功
し
な
か
っ
た
。

第
四
に
、
政
治
安
定
化
に
対
す
る
国
民
の
選
択
で
あ

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

か
ら
よ
う
や
く
脱
し
か
け
、
持
続
的
成
長
軌
道
に
復
帰

し
つ
つ
あ
る
（
図
参
照
）。
政
治
混
乱
に
よ
る
先
行
き

不
透
明
が
経
済
悪
化
の
引
き
金
と
な
る
と
の
認
識
は
、

国
民
各
層
で
共
有
さ
れ
て
い
る
。
ア
キ
ノ
の
指
導
に
よ

る
政
治
安
定
化
を
国
民
大
衆
は
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
道
筋
で
政
治
の
安
定
化
を

は
か
る
か
が
次
な
る
課
題
と
な
る
。
こ
れ
に
は
、
次
の

二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
議
会
内
で
上
下
両
院
に
お
け
る
支
持
基
盤

の
形
成
で
あ
る
。
政
権
与
党
と
し
て
政
治
力
の
行
使
に

は
両
院
お
け
る
多
数
派
を
形
成
し
政
治
的
求
心
力
を
高

め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
議
会
で
の
議
長
職
の

確
保
が
必
須
と
な
る
。
大
統
領
選
と
同
時
に
実
施
さ
れ

た
下
院
議
員
選
挙
結
果
を
党
派
別
に
み
る
と
、
与
党
は

苦
戦
し
、
ア
キ
ノ
の
Ｌ
Ｐ
は
小
選
挙
区
（
定
数
二
二
九

人
）
で
の
当
選
は
四
六
人
に
と
ど
ま
り
同
党
立
候
補
者

の
六
割
強
の
八
〇
人
が
落
選
し
て
い
る
。
下
院
政
党
リ

ス
ト
制
（
現
在
未
発
表
・
定
数
五
七
人
）
を
加
え
て
も

過
半
数
の
一
四
四
議
席
に
は
達
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、

野
党
と
な
っ
た
ラ
カ
ス
・
カ
ン
ピ
・
Ｃ
Ｍ
Ｄ
は
小
選
挙

区
で
一
〇
九
人
が
当
選
し
た
。
こ
れ
に
下
院
政
党
リ
ス

ト
制
を
加
え
る
と
総
勢
一
二
〇
～
一
三
〇
人
に
達
し
、

政
権
与
党
へ
の
鞍
替
え
議
員
は
二
〇
人
程
度
で
最
終
的

に
は
一
〇
〇
議
席
は
確
保
で
き
る
と
し
て
い
る
。

今
回
の
下
院
選
挙
で
は
、
ア
ロ
ヨ
自
身
が
立
候
補
し

当
選
し
て
お
り
、
自
ら
ラ
カ
ス
・
カ
ン
ピ
・
Ｃ
Ｍ
Ｄ
党

首
に
復
帰
し
て
い
る
。
下
院
議
長
就
任
を
画
策
し
、
自

ら
に
対
す
る
不
正
疑
惑
追
及
の
弾
劾
訴
追
を
か
わ
す
の

が
狙
い
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
与
党
の
Ｌ
Ｐ
は
ア
キ

ノ
の
腹
心
ベ
ル
モ
ン
テ
を
下
院
議
長
に
擁
立
す
る
予
定

で
、
Ｎ
Ｐ
な
ど
の
議
員
を
取
り
込
み
、
総
勢
一
六
五
人

が
ベ
モ
ン
テ
支
持
に
回
る
と
し
て
い
る
。

一
九
九
二
年
に
ア
キ
ノ
元
大
統
領
の
後
継
者
と
な
っ

た
ラ
モ
ス
元
大
統
領
は
、
下
院
で
腹
心
の
デ
ベ
ネ
シ
ア

議
長
に
よ
る
「
虹
の
連
合
」
を
奏
功
さ
せ
、
政
権
の
基

盤
を
構
築
し
た
。
今
回
も
政
権
与
党
へ
の
勝
ち
馬
乗
り

が
起
こ
る
と
の
楽
観
的
見
通
し
も
納
得
で
き
よ
う
。

上
院
で
は
、
与
党
Ｌ
Ｐ
は
四
人
当
選
し
、
無
所
属
一

人
を
加
え
る
と
五
人
の
最
大
多
数
で
あ
っ
た
。
過
半
数

の
一
一
議
席
（
定
数
二
四
人
で
半
数
が
改
選
・
欠
員
三

人
）
に
は
他
党
と
の
連
携
で
六
議
席
を
上
積
み
す
る
必

要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
エ
ン
リ
レ
現
上
院
議
長
は
Ｎ
Ｐ

に
所
属
し
、
今
後
の
上
院
工
作
の
帰
趨
が
注
目
さ
れ
る
。

ア
キ
ノ
新
大
統
領
は
名
望
政
治
家
の
出
自
で
あ
る

が
政
治
経
験
は
浅
い
と
さ
れ
て
い
る
。
地
方
の
利
益
を

代
表
す
る
政
治
家
の
議
会
で
の
囲
い
込
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ポ
ー
ク
バ
レ
ル
（
利
益
誘
導
）
予

算
の
行
使
に
は
議
会
内
外
で
批
判
が
多
く
、
二
〇
一
〇

年
予
算
案
の
付
帯
決
議
で
は
こ
れ
が
禁
止
と
な
っ
て
い

る
。
少
数
派
与
党
に
と
っ
て
難
し
い
局
面
と
な
ろ
う
。

政
治
安
定
の
第
二
は
、
反
政
府
勢
力
と
の
国
民
和
解

の
推
進
で
あ
る
。
ラ
モ
ス
政
権
下
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム

反
政
府
組
織
の
モ
ロ
民
族
解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
）
や

ク
ー
デ
タ
未
遂
事
件
を
頻
発
さ
せ
た
国
軍
改
革
派
（
Ｒ

Ａ
Ｍ
）
と
の
和
平
協
定
が
合
意
さ
れ
、
こ
れ
に
関
わ
る

政
治
不
安
は
取
り
除
か
れ
た
。
残
さ
れ
た
の
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
急
進
派
の
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
解
放
戦
線
（
Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
と
の
和
平
合
意
で
あ
る
。
エ
ス
ト
ラ
ダ
元
大

統
領
は
こ
れ
に
和
解
で
な
く
武
力
鎮
圧
を
し
た
が
こ
れ

が
裏
目
に
出
て
各
地
で
テ
ロ
事
件
が
頻
発
し
、
和
平
は

遠
の
い
た
。
ア
ロ
ヨ
前
大
統
領
も
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
と
の
和
平

合
意
に
取
り
組
み
、
二
〇
〇
八
年
に
は
基
本
合
意
に
達

し
、
調
印
寸
前
ま
で
い
っ
た
。
こ
の
交
渉
の
根
幹
に
は

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
住
民
が
失
っ
た
と
す
る
「
父
祖
伝
来

の
地
」
問
題
が
あ
る
。
バ
ン
サ
・
モ
ロ
機
構
を
新
設
し
、

ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
区
（
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
）
域
内

の
す
べ
て
の
資
源
は
同
機
構
の
支
配
、
管
理
下
に
お
き
、

同
機
構
に
七
五
％
、
比
政
府
に
二
五
％
配
分
す
る
と
し

た
。
こ
れ
に
は
多
く
の
移
住
民
を
抱
え
る
地
方
政
府
首

長
か
ら
の
猛
反
発
が
噴
出
し
、
こ
の
基
本
協
定
に
最
高

裁
か
ら
一
時
差
し
止
め
の
仮
処
分
が
出
さ
れ
た
。
今
度

は
、
こ
れ
に
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
が
反
発
し
戦
闘
は
激
化
し
、
そ

の
後
の
大
き
な
進
展
は
な
い
。（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
と
の
和
平

　
政
治
安
定
化
へ
の
道
程

■ フィリピンの経済成長率（2000 〜 2010 年）

（注）2010 年は世界銀行予測。
（出所）2009 Philippine Statistical Yearbook ほか。
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交
渉
に
関
し
て
は
本
所
報
第
一
三
三
号
参
照
）。

イ
ス
ラ
ー
ム
反
政
府
勢
力
と
の
和
解
合
意
は
、
ア
キ

ノ
前
大
統
領
以
来
の
繰
越
課
題
で
あ
り
、
ラ
モ
ス
政
権

期
に
部
分
的
に
進
捗
し
た
が
、
そ
の
後
は
失
敗
し
て
き

た
。
こ
の
背
景
に
は
開
発
者
利
益
を
擁
護
す
る
中
央
政

府
に
対
す
る
地
元
の
不
信
感
が
あ
る
。
こ
の
除
去
に
は
、

Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
を
含
む
地
域
を
対
象
と
す
る
南
部
フ
ィ
リ
ピ

ン
開
発
機
構
を
活
性
化
し
、
各
種
開
発
計
画
を
実
行
に

移
す
な
ど
、
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
住
民
の
生
計
向
上
を
は
か
る
に

ま
さ
る
も
の
は
な
い
。

ア
キ
ノ
新
政
権
が
直
面
し
て
い
る
最
大
の
経
済
課

題
は
財
政
再
建
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
財
政
赤
字
は

二
三
三
四
億
ペ
ソ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
・
八
％
と
な
り
、
ア

ロ
ヨ
政
権
が
「
中
期
開
発
計
画
」
に
掲
げ
た
二
〇
一
〇

年
に
財
政
赤
字
ゼ
ロ
の
目
標
は
達
成
で
き
る
見
込
み

は
な
い
。
ま
た
、
同
年
末
の
累
積
債
務
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で

四
七
・
九
％
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。

財
政
悪
化
の
発
端
は
、
一
九
九
七
年
ア
ジ
ア
通
貨

危
機
の
後
遺
症
で
あ
っ
た
。
加
え
て
エ
ス
ト
ラ
ダ
政
権

に
よ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
策
が
財
政
赤
字
幅
を
拡
大
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。
ア
ロ
ヨ
政
権
下
で
は
、
二
〇
〇
二
年

に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
五
・
二
％
と
過
去
最
大
に
な
っ
た
（
表

参
照
）
か
く
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
ア
ロ
ヨ
大
統
領
は

財
政
危
機
宣
言
を
し
て
国
民
に
危
機
を
訴
え
た
（
財
政

危
機
宣
言
に
関
し
て
は
本
所
報
第
一
二
一
号
参
照
）。

二
〇
〇
五
年
に
税
制
改
革
八
項
目
を
掲
げ
、
付
加
価

値
税
を
一
〇
％
か
ら
一
二
％
に
引
き
上
げ
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
に
は
政
府
企
業
資
産
の
売
却
に
よ
る
税
外

収
入
の
増
加
が
あ
っ
た
（
表
参
照
）。

財
政
問
題
を
み
る
と
、
歳
出
に
お
い
て
は
典
型
的
な

財
政
硬
直
化
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
を
み
る
と
、
公
務

員
人
件
費
、
地
方
交
付
金
で
あ
る
内
国
歳
入
割
当
、
支

払
利
息
の
三
費
目
で
年
間
歳
出
額
の
六
三
・
六
％
に
達

す
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
充
当
の
余
地
は
な
い
。

歳
入
に
お
い
て
は
、
税
収
の
低
さ
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
か
ら
〇
八
年
ま
で
は
一
四
％
台
に
な
っ
た

が
平
均
し
て
一
二
％
台
で
あ
る
。
こ
の
原
因
の
第
一
に

は
、
税
の
未
払
い
な
ど
徴
税
率
の
低
さ
が
あ
る
。
第
二

に
は
課
税
体
系
の
未
整
備
が
あ
る
。
租
税
弾
力
性
の
高

い
品
目
に
対
す
る
課
税
の
強
化
な
ど
抜
本
的
な
税
制
改

革
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ア
キ
ノ
新
政
権
に
よ
る
第
二
次

税
制
改
革
な
ど
大
胆
な
財
政
政
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ア
キ
ノ
新
政
権
下
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
直
面
し
て
い
る

の
は
近
年
の
経
済
環
境
の
変
化
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
直
接
投
資
の
誘
致
を
図
る
べ
く
、
投
資
環
境
の

整
備
が
急
が
れ
て
い
る
。
通
信
シ
ス
テ
ム
の
完
備
、
人
材

育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
海
外
出
稼
ぎ
労
働
者
の
送

金
額
は
二
〇
〇
九
年
に
は
年
間
一
七
三
億
ド
ル
と
Ｇ
Ｎ

Ｐ
の
九
・
六
％
に
も
達
し
て
い
る
。
技
術
者
流
出
に
歯
止

め
を
か
け
る
意
味
に
お
い
て
も
国
内
産
業
の
活
性
化
、
高

度
化
が
必
要
と
さ
れ
る
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
す
マ
イ
ナ
ス
面

は
、
経
済
競
争
の
激
化
に
よ
る
弱
者
の
増
大
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
社
会
的
安
全
網
の
整
備
が
必
要
と
な

る
。
す
で
に
ラ
モ
ス
政
権
期
の
一
九
九
五
年
に
国
民

皆
保
険
制
度
が
発
足
し
、
翌
一
九
九
六
年
に
は
最
貧

層
を
対
象
と
し
た
「
大
衆
の
た
め
の
医
療
制
度
」
が

開
始
し
て
い
る
が
、
全
国
世
帯
数
の
三
・
九
％
が
適
用

さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
制
度
に
見
合
っ
た

医
療
制
度
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
改
革
課
題
に
関
し
て
ア
キ
ノ
新
政
権

施
政
方
針
は
未
発
表
で
あ
る
。
選
挙
公
約
で
は
不
正
の

追
及
を
前
面
に
押
し
出
し
て
き
た
。
し
か
し
、
マ
ル
コ

ス
一
族
と
ク
ロ
ニ
ー
（
取
り
巻
き
グ
ル
ー
プ
）
に
よ
る

不
正
取
得
資
産
の
接
収
、
処
分
を
目
的
に
大
統
領
行
政

規
律
委
員
会
が
設
置
さ
れ
二
五
年
を
経
た
が
そ
の
実
績

は
ほ
と
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
そ
の
後
の
エ
ス

ト
ラ
ダ
の
不
正
蓄
財
に
対
す
る
下
院
弾
劾
決
議
す
ら
否

決
さ
れ
て
い
る
。
ア
ロ
ヨ
前
大
統
領
に
対
す
る
不
正
追

及
も
画
餅
に
終
わ
る
可
能
性
が
高
い
。
国
民
の
不
満
に

本
当
に
対
処
で
き
る
の
か
。
対
応
を
誤
る
と
ピ
ー
プ
ル

パ
ワ
ー
３
を
惹
起
し
、
国
軍
の
介
入
を
招
く
な
ど
、
政

治
混
乱
に
陥
る
。
こ
れ
は
経
済
界
、
良
識
派
国
民
の
望

む
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
何
よ
り
も
混
乱
を
回
避
し
、
開

発
優
先
の
国
民
合
意
の
形
成
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
六
月
三
〇
日
記
）

（
の
ざ
わ
か
つ
み
　
国
際
関
係
学
部 

教
授
）

　
財
政
再
建
の
断
行
が
不
可
欠

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

　
終
わ
り
に

区　分 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

 【 歳　入 】 15.3 15.6 14.6 14.8 14.5 15.0 16.2 17.1 16.2 15.9 16.0

　税収入 13.7 13.6 12.8 12.8 12.4 13.0 14.3 14.0 14.1 12.9 14.3

　税外収入 1.6 2.0 1.8 2.1 2.1 2.0 2.0 3.1 2.1 2.0 1.7

 【 歳　出 】 19.3 19.7 19.9 19.5 18.3 17.7 17.3 17.3 17.3 19.1 18.8

財政収支 -4.0 -4.0 -5.3 -4.6 -3.8 -2.7 -1.1 -0.2 -0.9 -3.2 -2.8

 【 借　入 】 4.0 4.0 5.3 4.6 3.8 2.7 1.1 -0.2 -0.9 -3.2 -2.8

　国内借入 3.1 0.6 2.8 3.3 1.7 1.7 2.0 − − − −

　外国借入 0.9 3.4 2.6 1.3 2.2 1.0 -0.9 − − − −

■ フィリピンの財政収支 GDP比
　　（2000 〜 2010 年）

（出所）Fiscal Statistics Handbook 1987-2006 ほか。

（単位：％）
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